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てを一語化したもの（松木 2011、村木 2012 など）、もしくは、一律に格助詞の












（1） 牡丹に唐獅子、竹に虎               （国広 1962:86）
（2） カーディガンにスラックスの女          （国広 1967:35）
（3） 「まあ、護摩の灰に雲助に、旅先にゃ不逞の連中が多いからね。能く 












                          [わたしの新幸福論 2002] 
 
 以下の（6）と（7）は、複合辞を形成する「に」である。 











ことに気がつかなかった。             [西郷斬首剣 2004] 









国広 1967、青木 1977、山口 1980、京極 1987、吉井 1989、田中 2010、村木 2012、
























































本研究は、全 8 章からなる。各章の概要は以下の通りである。 
 
第 1 章 序論 
第 2 章 先行研究 
第 3 章 並立助詞の「に」 
第 4 章 接続助詞の「に」 
第 5 章 複合辞を形成する「に」 
第 6 章 「兼ねる」類文と共起する「に」 
第 7 章 現代日本語における「に」の様相 






























































































































件」の 2 つの用法があるとし、①については（3）（4）を例として挙げている。 
 
（3） ～、このような自由の原理は、要するに内面的な自由のことであって、 







































 （7） 牡丹に唐獅子、竹に虎              （国広 1962：86） 
 （8） 筆に紙に墨に硯に筆立              （国広 1962：87） 
 
 （7）の『同伴』は切り離せない一対をなしているもの、（8）の『列挙』は強



























きく 4 つに分けている。 
 














        e.作用の波及を示す 
        f.比較の対象を示す 
〈分析Ⅲ〉 ⅳ 事物を表す語に付いた場合 
        a.受身の作用主体を表す 
        b.由来・起因の対象を示す 
        c.行為・動作の表出場所を示す 
        d.行為・作用の対象を示す 
        e.取り合わせの対象を示す 
        f.比況・名目・化成の結果を示す 
〈分析Ⅳ〉 ⅴ 数や量を表す語に対いた場合 
        a.動作・作用・状態がある数量に至り及ぶ場合 
        b.他動行為の与え及ぼす対象を示す 
        c.分割する数を示す 
        d.事柄の生起・存在の範囲を示す      
（森田 1980：372ff.） 
 



















































いう 3 つのテストを行い、4 つに分類している。以下、和氣（2002）の分類を引
用する。 
 












































































います。」                  （国広 1967：35） 
（11） カーディガンにスラックスの女          （国広 1967：35） 
 
国広（1967）は、「に」の意義素として≪密着の対象を示す≫を仮定している。
「A に B」では、A に対して B が密着していき、A の方に力点があるとし、かつ、







































きて…（源氏物語・胡蝶）            （森野 1973：138） 





















 （15） 日本人は正月になるとイクラ｛に／と／や｝数の子を食べる。 




















を片付けて。                （中俣 2015：127） 
（18）??初めまして。ボランティアに遊びが大好きです。よろしくお願いしま 
















  モノの並列の定義 
  2 つ以上の異なる名詞句が同じ 1 つの述語と結びつきうる時、さらに共通の
























（21）a. 牡丹に唐獅子、竹に虎            （国広 1962：86） 














































































































ばひぬ（五・八九二）             （京極 1987：192） 






















































 （c）構成要素の合計以上の独自な意味が生じている。 （松木 1992：596） 
 ○複合辞の尺度 
  （ⅰ）構成要素の緊密化の度合い（交替・挿入・省略） 
  （ⅱ）形式名詞・形式用言の形式化の度合い 
  （ⅲ）形式用言の文法範疇喪失の度合い 
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      尺度の（ⅰ）は認定基準の（c）に、尺度の（ⅱ）（ⅲ）は認定基準 































































































わっているんです。                 [BRUTUS2003] 
（2） 「まあ、護摩の灰に雲助に、旅先にゃ不逞の連中が多いからね。能く
有ることさ」                 [覘き小平次 2005] 
 
                                                   
















れる「に」について検討し、続く 3.8 では、本研究で分類した 2 つの用法間の関
係を示す。最後に、3.9 で本章のまとめを述べる。 
 




（3） 牡丹に唐獅子、竹に虎               （国広 1962：86） 
（4） 筆に紙に墨に硯に筆立              （国広 1962：87） 
（5） 添加・つきもの・とりあわせ・対比 
    カーディガンにスラックスの女            （国広 1967：35） 
（6） 並列・列挙・枚挙 
  [行商人が商品名を列挙する場合]  
    「今日は何がある?」「はい、今日は人参にごぼう、白菜にねぎでござい 








国広（1967）は、「A に B」は、A に対して B が密着していき、A の方に力点が
あるため、必然的に A と B の結び付きは非常に強くなるとして、（7）を示して
いる。 
 








   
（8） 松に鶴、竹に雀、梅に鶯               （寺村 1991：205） 













れについては第 6 章で取り上げ、検討する。 
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（10） 日本人は正月になるとイクラに数の子を食べる。 （中俣 2015：127） 












 b. 今日のお勧めはバナナとリンゴとブドウです。 
（13）a. 今日のお勧めはブドウやバナナやリンゴです。 




















（15）a. カーディガンにスラックスの女   （国広 1967：35）（＝（5）） 
   b. スラックスにカーディガンの女 
（16）a. ～今日は人参にごぼう、白菜にねぎでございます。    
（国広 1967：35）（＝（6）） 
   b. ～今日はごぼうに人参、ねぎに白菜でございます。 
 〔名詞が入れ替えられない〕 
（17）a. 牡丹に唐獅子、竹に虎       （国広 1962：86）（＝（3）） 
     b.??唐獅子に牡丹、虎に竹 
（18）a. 松に鶴、竹に雀、梅に鶯      （寺村 1991：205）（＝（8）） 












（中俣 2015：127 改） 
（20）  私は毎日｛ビールにワイン／ワインにビール｝を飲んでいる。 





















「N1 に N2 に～Nn に」を含め、先行研究で見られる並立助詞「に」の用法をまと
めたものを表 1 に示す。 
 







国広（1962、1967） ○ ○ × 
寺村（1991） ○ ○ × 
















（22） 牡丹に唐獅子、竹に虎         （国広 1962：86）（＝（17a）） 
（23） 松に鶴、竹に雀、梅に鶯          （寺村 1991：205）（＝（18a）） 
（24） 月にむら雲、花に風               （佐久間 1940:304） 
 




（25） 関が原の時と同じ、月に叢雲よ。          [猿若の舞 2005] 
（26） 月にむら雲花に嵐の光景を背景に押し込めた輝くタイル張りに牙をむ
いている機能性に抗して薬罐は滾りつづける     [辻井喬詩集 1995] 
（27） 私は元来、丈夫な方でなく、中学時代は青菜に塩のようなひ弱い体つ
















































（31）a. 日本人は正月になるとイクラに数の子を食べる。    
（中俣 2015：127）（＝（10）） 
     b. イクラを食べる＋数の子を食べる 
（32）a. 私は毎日ビールにワインを飲んでいる。      
（中俣 2015：127）（＝（11）） 
     b. ビールを飲んでいる＋ワインを飲んでいる 
（33）a. 松に鶴がとまっている。               （＝（29）） 
       b.＊松がとまっている＋鶴がとまっている 
（34）a. 月にむら雲がかかっている。             （＝（30）） 


























                     [どこにいたってフツウの生活 2003] 
（38） バイタルＳ．Ｅ．ローションの使用感（ヤクルト化粧品調べ） 
★沖縄コスメの教訓 モズクにパパイヤに泥。意外な素材のコスメと沖
縄パワーに女釘づけ。                              [BRUTUS 2004] 
（39） わたしはたしかに息子を連れて、途中までいったんですよ。帽子にコ
ートにサングラスって恰好でね。     [ときめきトゥナイト 1994] 
（40） パパの集めてくれたフランスの玩具。ヨーロッパの人形の家。樫の木
でできた玩具のお城には、鎧に甲胄に綴織り。車庫には、世界じゅう
から集められたスポーツカー。        [ハイドラの弔鐘 1996] 
（41） 「ベビーシッターかね」と僧はうなずいた。部屋にいま残っているの
















重な動植物の密輸天国としても知られている。    [産経新聞 2003] 
（44） マッコリ 2 壷＆ザブトンって部位とケジャン（絶品☆）上タン塩にス
ンドゥブ、ジョンなどで満腹っす（´∀｀）   [Yahoo!ブログ 2008] 
（45） 音楽評論家、間章さんもいた。「いつでも毛皮のロングコート、帽子





























わっているんです。           [BRUTUS2003]（＝（1）） 
（48） 「まあ、護摩の灰に雲助に、旅先にゃ不逞の連中が多いからね。 能く
有ることさ」              [覘き小平次 2005]（＝（21）） 
（49）  デザートはドーナツにプリンにお菓子に果物に…ママはずっと食べる
か飲むかしてたでつ!               [Yahoo!ブログ 2008] 
（50）  ビールにワインに色々あるから一升で大丈夫だろうと思っていたら、




期でもあるわけだ。                      [週刊プレイボーイ 2001] 
（52） こうしてぼくは、自分のやりたいことがわかり、毎日、勉強にスポー









るというのだろう。           [青：宮本百合子『三年たった今日』]  
（ⅳ） 一隅に長方形の大きな炉が切つて、これを火鉢に竈に、煙草盆に、冬な

















このように、「N1 に N2 に～Nn に」の部分はある事物の例を表すものとして機能
していると言える。それが顕著に表れるのが以下のような場合である。 
 
（54）a. ビールに焼酎、2 種類のお酒を買った。 
    b.??ビールに焼酎に、2 種類のお酒を買った。 


















































































いるよ。           [星居山の星の子たち 2002]（＝（63）改） 














































































































              [どこにいたってフツウの生活 2003]（＝（37）） 
b. ｛魚に肉に野菜／肉に野菜に魚｝ 















季節。                     [週刊プレイボーイ 2001]（＝（58）改） 
 
 以上をまとめると、表 2 のようになる。 
 
表 2 並立助詞「に」の 2 用法 
 
名詞の入れ替え 










田 2014 など）でも指摘が見られる。 
例示を表す「なり」「たり」の歴史的変化に注目した岩田（2007）は、それら
が最初から例示の意味を持っていたわけではないとし、「「全ての要素（あるい
























Ⅱ 「N1に N2に～Nn」；典型的並立助詞「に」 
典型的並立助詞「に」は、添加の機能のみを担う。 















 また、「に例示句」の現れ方の特徴として、「N1 に N2 に～Nn と」といったよう









トラがまつわりついていた。          [カルメンお美 1988] 
b. コーヒーにパンに半熟卵に、いつもと同じ朝食をとる美子に、猫のト



















次に、「N1 に N2 に～Nn にと」のように「と」が付されている場合であるが、こ
れは、並立助詞「や」には見られない特徴である11。 
 
                                                   
11 「と」付与の問題の前に、「N1や N2や」を認めるか否かの問題もある。 
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 （78）＊ パンやシリアルやと朝食は軽めがいい。 






と〈銀行〉は思ったそうだ。            [囚人狂時代 1998] 
（80） 人々も夕食を済ませると、また一仕事するか、趣味に勉強にと夕方の
活動に入る。            [ケルン大聖堂の見える街 2004] 
（81） 家族なんだから気持ちは伝わるはずですよ。仕事に育児にと忙しくな
るでしょうが頑張ってください！        [Yahoo!知恵袋 2005] 
（82） ショッピングに掃除にと過ごした最終日、響はお昼寝もせずに過ごし
ました。夕方あたりから寝そうな気配。     [Yahoo!ブログ 2008] 
（83） ハーブはお茶に料理に、と使い道がたくさん。鉢植えでいつも手元に 
    置いておくと便利です。            [暮らしの達人 2001] 




























































  ［副］考えてみるに。推察すると。「―彼はああいう性格なのだ」 
                           （デジタル大辞泉） 
 ○おもう－に【思うに（惟うに）】 
  〘副〙考えてみると。考えたところでは。「―それが世間というものだ」 























りに、～              （国立国語研究所 1951：151） 
（7） 思うに、世界平和の維持は、理念だけでは充分ではない。 









る。前後の文がどういう関係で繋がっているのかは 4.3.1 で詳細を述べる。 
以上を踏まえ、本章では、「思うに」「勘案するに」のような動詞終止形に後
接する「に」を取り上げ、以下の 3 点を明らかにすることを目的とする。 
   
Ⅰ 接続助詞の「に」は、先行研究が指摘するように衰退していると言えるの
か。 
 Ⅱ 衰退していないとすれば、どのような形（接続助詞的用法のみならず、接 
続助詞以外の用法も含む）で現代語に残っているのか。 













  思うに、考えるに、想像するに、察するに、勘案するに、推測するに、 
  推察するに、推量するに、推理するに、予測するに、推すに、推し量るに、 
  鑑みるに、観望してみるに、類推するに、かえりみるに、回顧するに、 















 （ⅰ） 漢末における外戚王莽が簒奪を行うまでの経過を辿るに、そこには常識を 












んですよと。本当なんですか。    [ニッポン食いしんぼ列伝 1997] 
 （9） なんとか知人に頼んで電話をしてもらったところヤフーの人が言うに
は送電ができてなかったために使えなくなっていて今流したので使え
るようになります。との事でした。       [Yahoo!知恵袋 2005] 
 










れないかしらね～～                [Yahoo!ブログ 2008] 
 （ⅲ） 以上の議論に対して或る人が言うに、なるほど君が孔子の孝悌を排撃する
理由は分ったが、そんなら代りに如何なる原理を持出すつもりか、と。  





4.3 動詞終止形に後接する 2 種類の「に」 
 前節で示した例を検討していくと、一見、同じように見える動詞終止形に後接
する「に」に、接続助詞として捉えられる「に」と、副詞節マーカーとして捉え



















家に子どもはいない。          [ダメな女と呼んでくれ 2001] 
 （13） さて、気を取り直して式から推理するに、この答案を書いた人は、A
君の速度を毎分 x メートル、B 君の速度を毎分 y メートル、池のまわ
りの長さを z メートルとおいて、計算をしたのだろうと思います。 






                      [中世都市鎌倉の実像と境界 2004] 
（15） 海図により迂回路を研究するに、勇川河谷―アウステン山南側隘路―
ルンガ川河谷を迂回せば、比較的容易に、かつ敵飛行場の直前し、敵
の虚を衝き得。            [遠い島ガダルカナル 2005] 
 （16） まず現行民法規定の親族の範囲について考察するに、この範囲の者は
事実上人々が互いに近親者と認めて相接している者とはかなり異なっ




は考えがたい。             [高木仁三郎著作集 2004] 
 （18） しかしながら、こうした南北対立の現状を鑑みるに、流通システムの
広域化・標準化は容易でないように思える。   [北米大停電 2004] 
 （19） 事故発生直後から JR は健診では問題なかったなんて情報提供してい
たところを考えるに診断や治療をしてたかどうかはともかく本人も周




















































 （26） 今となって考えてみると、彼の言うことももっともだ。  
（グループ・ジャマシイ 1998：292） 
 （27） 思えば、事業が成功するまでのこの 10 年は長い年月だった。 
（グループ・ジャマシイ 1998：486） 












 （28）a. 私が{??思うと/??思ったら}、この「に」は格助詞ではない。 
        b.??私がこれを思うに、この「に」は格助詞ではない。 
  （29）a. イラク戦争は自分が思うにアメリカの国際規範を無視した不当な戦 
争だと思ってますが、しかしフセインも放って置いてはいけないん 




      c.??イラク戦争は自分が政治目的の達成のためと思うにアメリカの国際 





います。                 [わたしの新幸福論 2002]（＝（5）改） 













 （31） 朝餉のおまへにうへおはしますに、御覧じていみじうおどろかえ給ふ。 
                      （枕・うへにさぶらふ御猫は） 
（山口 1988：174） 
 （32） まめならむ男どもを率てまかりて、あぐらを結ひあげて窺はせんに、 




























さいからそのように考えたのでしょう?      
[Yahoo!知恵袋 2005]（＝（4）） 
                                                   
7 「は」の付く以下のようなものも見られるが、以下を「私が思うに」、「私が考え
るに」に変えても意味的に通じる。 
 （ⅳ） 文明とは、人間の生活状態が本当に進歩することだと断言するなら、私が 
思うには、ただ賢い人々だけがその便利さを利用しているのである。 
                                [森の生活 1991] 
 （ⅴ） 「もしかして、あとを尾けてくるかと思ったが、さほど用心ぶかくもない 
ようでさ。私が考えるには、船頭たちは今夜、浪華丸に悪戯をしにゆくん









                                      [わたしの新幸福論 2002]（＝（30）） 
（37） 私が思うに、人を知るということはひどくむつかしい。[抱朴子 1990] 
（38） 実際、田中をつついたら、検察スキャンダルが出る可能性があった。 
だから手控えた。わしが思うに、田中森一を引っ張ったら、それはい 
っぱいネタはある。  [地獄への道はアホな正義で埋まっとる 1999] 
 （39） というわけで、誰も大家さんに月々のものを払ってはいないんですが、      
     私が考えるに、今日の呼び出しはどうしたってそのことでしょうね。 
                           [戦時下動物活用法 1994] 
 （40） ところが現在の日本の労組は全くふぬけになってしまった。もともと 
ぼくが思うに日本の労働組合は大して力を持っておらんかったし、経
済が調子ええときは労働者全体のことなどより、自分の給料のことし
か考えておらんかった。           [火事場の経済学 2003] 
 （41） 安いと言うのが定説になっていますが、公表はされていません。ただ、 
     私が考えるに、選手たちより安いと言うことで、一般よりはいいはず
だと思うのですが･･･             [Yahoo!知恵袋 2005] 
 （42） 兄の宅には親族が集まって相談中です。わたしの考えるに、これは一
時からだをかくすのが上分別と思いましたから、そのまま裏口から便








｛Ø／そこから｝推察するに、素数の魅力は、それがどういう秩序で出現す   
るか、説明できないところにあるのではないかと思われた。  










障である。                [東は東、西は西 2005] 
      b.＊～私が要するにガス・ボイラーの故障である。  
 （44）a. しかし要するにこの頃は、唯一競技場で走ることだけが競技種目だ
った。             [ギリシアの古代オリンピック 2004] 
        b.＊しかしそのことを要するにこの頃は、～ 
 （45）a. 「閨秀」とは、「学問や芸術に優れた女性」のことで、要するに
「女流作家特集」である。   [樋口一葉と十三人の男たち 2004]  
      b.＊～のことで、これを要するに「女流作家特集」である。 







て起こったということだ。   [やっぱり邪馬台国は九州にあった 2001] 
（ⅷ） わが生涯を思うによくよく好き放題にいきてきたものだと想わざるを得
















 （46） 要するに/＊要しますに 
 （47） 私が思うに/私が思いますに 
 （48） 僕が考えるに/僕が考えますに 
（49） 「長野」で「雪」の状況を心配されていることから察しますに、～ 
























































  b. 接続助詞の「に」と思われるものには、主語のガ格以外の項を節内に取 
れるものと、取れないものがある。主語のガ格以外の項を取るものは、
「に」の前の語が動詞として機能していることを意味する。 
  c.  接続助詞の「に」と思われるものには、他の接続助詞（「と」、





以上の観察は、表 1 のようにまとめられる。 
 
表 1 動詞の終止形に後接する「に」 
 「勘案するに」類 「思うに」類 「要するに」 
ガ格が取れる11 △ ○ × 
ガ格以外の項を 
節内に取れる 
○ × × 
他の接続助詞との 
置き換え 
○ × × 
マス形への変化 ○ ○ × 
「に」の位置付け 接続助詞 副詞節マーカー 副詞語尾 
 
 表 1 からは、動詞終止形に後接する「に」のある種の連続性が見て取れる。 
 「勘案するに」類（接続助詞の「に」）は、主語のガ格以外の項を取ることが
















接続助詞の「に」＞ 副詞節マーカーの「に」＞ 副詞語尾の「に」 














 Ⅱ 衰退していないとすれば、どのような形で現代語に残っているのか。 
  ⇒接続助詞の「に」と、副詞節マーカーの「に」として現代語で機能してい
る。 
 Ⅲ 複数の用法が残っているとして、それぞれの用法に関係性は認められるか。 
 69 
 
  ⇒節性の大きさで言えば、「「勘案するに」類（接続助詞の「に」）＞「思 











































（51）a. 「長野」で「雪」の状況を心配されていることから察するに、多分  
     長野県内のスキー場のことでしょうね?      
[Yahoo!知恵袋 2005]（＝（20）） 
b. 「長野」で「雪」の状況を心配されていることから{察すると/察す 

















































田中 2010、松木 2011、村木 2012 など2）。以下、用例を示す3。 
 
 （1） だがそのとき長正は全身の緊張が弛んだ｛弾みに／弾みで｝重大な落
とし物をしたことに気がつかなかった。       [西郷斬首剣 2004]  
 （2） そして、口をひらいた｛はずみに／はずみで｝、くわえていた棒きれ
をはなしたものですから、カメはまっさかさまに地面に落ちて、から
だがまっぷたつにわれでママしまいました。    [ジャータカ物語 1987] 
 （3） ぶつかった｛弾みで／弾みに｝、ホットドッグを相手の胸に押しつけ







                                                   
1 『日本国語大辞典 第二版』による。 
2 田中（2010）は、「はずみに」「はずみで」が同じ構造を持つものとしながらも、









ずみで／??はずみに｝刺したという。     [朝：2001 年 4 月 15 日] 
（6） つぶさないようにと両手で大事に包んでいたが、バスの急ブレーキの
｛弾みで／??弾みに｝赤ちゃんたちを車内にばらまいてしまった。  






以下、5.2.2 では先行研究を概観し問題点を指摘する。5.2.3 では 2 つの現象
を挙げ、「はずみに」と「はずみで」を同様に扱うことができないことを示す。






   [N のはずみ で／に] [V－たはずみ で／に] 
   ① ころんだはずみに足首を捻挫してしまった。 
   ② 衝突のはずみで、乗客は車外に放り出された。 
   ③ このあいだは、もののはずみで「二度とくるな」などと言ってしまっ
たが、本当にそう思っているわけではない。 
「ある動作の余勢で」という意味で、予想しないこと、意図しないことが 













部員に助げられた。             [朝：1998 年 10 月 31 日]  
 （8） つぶさないようにと両手で大事に包んでいたが、バスの急ブレーキの
｛弾みで／??弾みに｝赤ちゃんたちを車内にばらまいてしまった。 
[朝：2006 年 6 月 25 日]（＝（6））  
 
 詳細は 5.2.3.1 で述べるが、「はずみに」は「N の」に後接することが困難で
あると考えられる。 
 田中（2010）は、「はずみに」「はずみで」を扱っている数少ない研究の一つ






                                                   
5 「N のはずみに」と「N のはずみで」の許容度の差は、用例数にも表れる。「現代
日本語書き言葉均衡コーパス（BCCWJ）」と「聞蔵ビジュアルⅡ（朝日新聞）」
（1985 年～2014 年の 30 年分）で調べた結果、「N のはずみに」はそれぞれ「0 例、4
例」であったが、4 例のうち、3 例は「何かのはずみに」、残り 1 例は本文中の例
（7）である。一方、「N のはずみで」はそれぞれ「1 例、69 例」であり、69 例のう





















はずみに｝夕食の約束をする。        [朝：1998 年 11 月 8 日] 
（10） 2 年前、雑誌の取材を受け、｛弾みで／??弾みに｝米国横断を宣言。 














[朝：1998 年 11 月 8 日]（＝（9）改） 
 （12）??2 年前、雑誌の取材を受け、その｛弾みで／弾みに｝米国横断を宣言。 



































のを表 1 として示す。 
 
表 1 先行研究のまとめと本論文の立場 
 「はずみに」 「はずみで」 
田中（2010） 名詞（はずみ）＋ニ格 名詞（はずみ）＋デ格 
藤田（2015） 複合辞 名詞（はずみ）＋で8 
松木（2011）9 名詞性接続成分 名詞性接続成分 
村木（2012）10 従属接続詞 従属接続詞 








 ここでは、5.2.2 でまとめたものを踏まえ、2 つの現象を挙げて「はずみに」
と「はずみで」が異なる構造を有していることを示す。  







5.2.3.1 「N の｛はずみに／はずみで｝」 
 田中（2010）は、「はずみに」も「はずみで」も「名詞（はずみ）＋格助詞」
であるとしているが、グループ・ジャマシイ（1998）を検討した際に指摘した通




[朝：2006 年 6 月 25 日]（＝（6）） 
（15） 衝突の｛??はずみに／はずみで｝二人が海に投げ出されたが、ほかの 
部員に助け上げられた。      [朝：1998 年 10 月 31 日]（＝（7）） 
（16） 事故の｛弾みで／??弾みに｝、黒坂さんの軽乗用車が前方左側の歩道
に突っ込み、自転車に乗って信号待ちをしていた同市新和 5 丁目、主
婦加藤幸子さん（39）をはねた。           [朝：2002 年 1 月 12 日] 
（17） 町中さんらは、転落の｛はずみで／??はずみに｝車外に投げ出された 













ばらまいてしまった。   [朝：2006 年 6 月 25 日]（＝（14）改） 
（20） 衝突した｛はずみに／はずみで｝二人が海に投げ出されたが、ほかの





[朝：2002 年 1 月 12 日]（＝（16）改） 
（22） 転落した｛はずみに／はずみで｝車外に投げ出されたとみられる。 


















 （24）a. ここは飛行機｛が／の｝飛び立つところだ。 
      b. 今まさに飛行機｛が／＊の｝飛び立つところだ。 （三宅 2005：65） 
 
三宅（2005）は、（24a）における「ところ」は名詞性を持っており、従って














       b. 車｛が／＊の｝衝突したはずみに、車内の人々が投げ出された。 
（26）a. 山積みの本｛が／の｝崩れたはずみで、探していたへそくりが出て 



































ばらまいてしまった。    [朝：2006 年 6 月 25 日]（＝（19）改） 
（29） 衝突した｛はずみに／はずみで｝二人が海に投げ出されたが、ほかの
部員に助け上げられた。    [朝：1998 年 10 月 31 日]（＝（20）改） 
（30） 事故を起こした｛弾みで／弾みに｝黒坂さんの軽乗用車が前方左側の 
歩道に突っ込み、～主婦加藤幸子さん（39）をはねた。 
[朝：2002 年 1 月 12 日]（＝（21）改） 
（31） 転落した｛はずみに／はずみで｝車外に投げ出されたとみられる。 




























のは好感が持てます。     [ハッピーな女性の「恋愛力」2004] 
（34） ぼくの友人は、台所で昼寝していて、頭をぶつけた弾みに包丁が落ち 

































まった。                 [朝：2006 年 6 月 25 日]（＝（28）） 
（37） 衝突したはずみで二人が海に投げ出されたが、ほかの部員に助け上げ 
られた。                 [朝：1998 年 10 月 31 日]（＝（29）） 
（38） 事故を起こした弾みで黒坂さんの軽乗用車が前方左側の歩道に突っ込 
み、～主婦加藤幸子さん（39）をはねた。       
[朝：2002 年 1 月 12 日]（＝（30）） 
（39） 転落したはずみで車外に投げ出されたとみられる。   
[朝：1985 年 7 月 12 日]（＝（31）） 








いてしまった。        [朝：2006 年 6 月 25 日]（＝（36）改） 
（42） 衝突した。そのはずみで二人が海に投げ出されたが、ほかの部員に助 
け上げられた。        [朝：1998 年 10 月 31 日]（＝（37）改） 
（43） 事故を起こした。その弾みで黒坂さんの軽乗用車が前方左側の歩道に
突っ込み、～主婦加藤幸子さん（39）をはねた。    
[朝：2002 年 1 月 12 日]（＝（38）改） 
（44） 転落した。そのはずみで車外に投げ出されたとみられる。 
[朝：1985 年 7 月 12 日]（＝（39）改） 






みで刺したという。     [朝：2001 年 4 月 15 日]（＝（5）改） 
（47） 記憶に薄い近所の肉屋と旅行先で偶然出会って、ついはずみで夕食の  
約束をする。        [朝：1998 年 11 月 8 日]（＝（9）改） 
（48） 2 年前、雑誌の取材を受け、弾みで米国横断を宣言。  
[朝：2010 年 4 月 22 日]（＝（10）改） 
（49） そのような次第で使い続けていたのに先ごろ、ちょっとの弾みでペン 
先と軸の間に亀裂が入って、用をなさなくなってしまった。 










 （50） 包丁で自殺を図ろうとしていたところを止めようとした母親を、｛?? 
     その／つい｝はずみで刺したという。 
[朝：2001 年 4 月 15 日]（＝（46）改） 
 （51） 記憶に薄い近所の肉屋と旅行先で偶然出会って、｛??その／つい｝は 
ずみで夕食の約束をする。   [朝：1998 年 11 月 8 日]（＝（47）改） 
 （52） 2 年前、雑誌の取材を受け、｛??その／つい｝弾みで米国横断を宣言。 
[朝：2010 年 4 月 22 日]（＝（48）改） 
（53） そのような次第で使い続けていたのに先ごろ、｛??その／つい｝ちょ 
っとの弾みでペン先と軸の間に亀裂が入って、用をなさなくなってし 













                                                   

















  ⅰ）「はずみに」：複合辞（複合接続助詞） 
  ⅱ）「はずみで」：名詞（はずみ）＋デ格 
 Ⅱ 意味解釈の違い 
  ⅰ）「はずみに」：時の解釈（時の「に」と関連付けられる） 
  ⅱ）「はずみで」：原因（連体修飾を承ける場合）の解釈 
（原因のデ格） 
様態（単独で機能する場合）の解釈 















































（57） 彼はフランス語ができるうえに、ドイツ語も堪能だ。  
（田中 2001：259）（＝（55）） 
（58） あの店は値段が高いうえに、サービスも悪い。 （田中 2001：260） 
（59） ごちそうになったうえに、お土産までいただきました。      
（田中 2001：260） 







    →気温が高いうえに、湿度も高い。        （田中 2001：260） 
（61）＊寿司のうえに、てんぷらまで食べた。 









（64） 病がなおっていくうえにも各種ビタミンの補給は必要である。  
 （田中 2001：261） 
 








































（67）a. 季節風は日本人が生活を送るうえに大きな影響をもたらしてきた。      
b. 季節風は日本人の生活に影響を及ぼした。   （馬場 2005：29）
（68）a. 病がなおっていくうえにも各種ビタミンの補給は必要である。     



































    絵はもう描かれないのだろうか。（K）22     （長谷部 2013：71） 
（70） 兼業農家というのは農業所得があるうえに実物がある、住宅がある。 
（K） 

























めて大切なものであった。（K）        （長谷部 2013：70） 






 以上の先行研究を簡略にまとめたものを表 2 に示す。 
 
表 2 先行研究における「うえに」と「に」の捉え方24  





接続助詞 接続助詞 格助詞 
馬場（2005） 接続助詞 格成分的な用法 助詞 





















































現われてきた考え方だということだ。   [SIS は企業を変える 1991] 
（77） こういう小説家としての自覚のうえに書かれたのが『死』（千九百十 
四―十五）で、弥生子二十九歳のときの作品である。          
[野上弥生子短篇集 1998] 
（78） 有能な者、富める者は指導者となって、弱い者のために働くべきだと
する発想のうえに、村落が動いていた。      













（79）a.  信長は宗久の願いのとおり、宗瓦を罰し、家財、茶器のすべてを没 




























     するでしょうに。        [Yahoo!知恵袋 2005]（＝（80b）） 











った。                 [白鳥殺人事件 1989]（＝（81b））  
b. ～相手の方から飛びかかってきたので、格闘した上に、最後は拳銃 














（86）  ～かれらは、ともに過去の意味と現在の意味の落差をどのように解消 
するかという問題設定のうえにあり、解釈が言語によってなされるか 
ぎり、言語の意味を前提にしていた。         
[フーコーの思想 2001]（＝（74））  
（87） 一見自明なようにみえる平行線の公準が、ユークリッドにはそうは思 
えなかった。だからこそ彼は、これを公準の中に加え、その仮定のう 
えに彼のユークリッド幾何学を構築したのである。   
[数学の天才列伝 2002]（＝（75）） 
（88） SIS をこのようにとらえない限り、その実相を知ることは不可能であ 
る。つまり SIS は、現在のコンピュータの使い方に対する反省の上 
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に現われてきた考え方だということだ。       
[SIS は企業を変える 1991]（＝（76）） 
（89） こういう小説家としての自覚のうえに書かれたのが『死』（千九百十 
四―十五）で、弥生子二十九歳のときの作品である。  
[野上弥生子短篇集 1998]（＝（77））  
（90） 有能な者、富める者は指導者となって、弱い者のために働くべきだと 
する発想のうえに、村落が動いていた。        
[知っておきたい日本の神様 2005]（＝（78）） 

































“坊主”といった印象だったという。   [明日への全力疾走 1988] 
（93） これでタナーは、わたしのことを甘やかされたわがまま娘のうえに、 
浅はかな浮気 者だと思うだろう。      [花嫁は行方不明? 2001] 




資金対策が強く求められる。  [北海道農業論・農業市場論補説 2001] 
（95） ～さらにはこれまで一人の営業担当者が行なってきた役割を分業化専 
門化したビジネスを展開。全社での仕組みのうえに GBD 独自での仕組 
みを構築し徹底することで、結果として高いお客さま満足度と生産性 
向上を同時に実現している。   [経営の質を高める 8 つの基準 2001] 
（96） ところが、階級・種族・国家・宗教というような理念の上に、まさし 




















“坊主”といった印象だったという。         
[明日への全力疾走 1988]（＝（92）） 
     b. ～ラフなスタイルである上に、まん丸い顔をして、丸いメガネを 
かけ“坊主”といった印象だったという。  
（99）a. これでタナーは、わたしのことを甘やかされたわがまま娘のうえ 







      るようになるものであり、早くこの段階に達して「運」にうちか 









足度と生産性向上を同時に実現している。         
[経営の質を高める 8 つの基準 2001]（＝（95）） 
     b.??全社での仕組みであるうえに GBD 独自での仕組みを構築し徹底す 
       ることで、～ 
（102）a. ところが、階級・種族・国家・宗教というような理念の上に、ま 


































































（107） 雷が落ちたうえに、木まで倒れてきた。      （＝（103）） 






























































































（115） a. その選手は日本記録も更新した上に銀メダルももらって、自分で 
も信じられないという顔をしていた。（累加）                                        
b. その選手は銀メダルももらった上に日本記録も更新して、自分で   











（118）a. あの店は値段が高いうえに、サービスも悪い。    







                                                   







没収したうえに、追放した。                    （＝（82b）） 
b.＃信長は宗久の願いのとおり、宗瓦を罰し、追放したうえに、家財、 
茶器のすべてを没収した。                      
（121）a. ～政界一大問題として国会・マスコミは大騒ぎするうえに、喚問 





























表 3 先行研究のまとめおよび本研究の主張 





接続助詞 接続助詞 格助詞 
馬場（2005） 接続助詞 格成分的な用法 助詞 



















































は雪解けの方向にある。         [朝：1989 年 2 月 17 日] 
      b. 世界は米ソ超大国の接近を弾みにして、カンボジアをめぐる中ソ、 




































      b. 山崎医院は内科と産科を兼ねている。 
 













   b. この店では彼が［バーテンダーにウェイター］も兼ねている。 
   c. この店では彼がバーテンダーに［ウェイター］も兼ねている 
（5）a. この店では彼がバーテンダーとウェイターを兼ねている。 
     b. この店では彼が［バーテンダーとウェイター］も兼ねている。 



























  二つ以上の機能や性質をもつ。 
「総理が外相を―（＝兼務する）」「朝食は昼食を―・ねて遅めに食べた」 
「大は小を―」「観光と取材を―・ねて旅行する」 
〔語法〕「山田副社長が販売部長を―」（A ガ B ヲ―）と、「山田氏が副社長












6.3 先行研究の概観  
 本節では、「兼ねる」類の「に」と類似点を持つ〈N1 ヲ N2 ニ〉構文と〈資
                                                   
1 動詞の連用形に付く「しかねる」など、本研究の対象外の用例は省略した。 














（7）a. その男は私を相手に冗談ばかり言っていた。   
      b. 私を相手にして……             
（村木 1991：299f.） 
 





 （9）＊その男は相手に私を冗談ばかり言っていた。   （村木 1991：302） 
 























（毎日 820109 朝） 
（村木 1991：306） 
 




b.＊大勢の聴衆が前である。          （村木 1991：308） 
  


















 和氣（2006）では、〈資格〉のニ句が現れる構文は「x が y を z に V」という
形をした他動詞文であり、意味的に「y が z だ」、あるいは「y が z になる」と
いう関係が成り立つとされる。和氣（2006）は、従来、単に資格を表す「に」句
として一括りにされてきたものを、遊離数量詞の振る舞い、ニ句の必須性、他の





（17） 太郎がお茶をお歳暮に送った。        （和氣 2006：176） 








                                                   
3 〈資格〉ニ句という表記について「「叙任」および「仕立て」においては、当該ニ
句は必須的な成分であるため、本来であれば何らかの形で表記法を変える必要がある





 （21） 太郎が空き部屋を物置に充てた。           （和氣 2006：181） 
 （22） 野党の非難を浴び、パニックにおびえて、ついに灰色の大群を幻影に
仕立てることを思いついたのだ。（開高健「パニック」）  
                                   （和氣 2006：181） 
Ⅳ〔臨時的な利用〕： 
ある対象を、一時的に、または仮に、本来の使い方とは別の使い方で利用する 
（23） 太郎が教科書を枕に使った。                   （和氣 2006：183） 




























必須／任意の別 任意 必須 必須 任意 
 
 また、和氣（2006）は〈資格〉ニ句と、見かけ上、類似する形式を持つ構文と
して、村木（1983、1991）の〈N1 ヲ N2 ニ〉構文を取り上げ、〈資格〉ニ句の特徴
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と村木（1983、1991）が挙げている〈N1 ヲ N2 ニ〉構文の特徴とを比較し、両者が
一致しないことから、〈資格〉ニ句の「y に z を」部分を節として分析すること
はできないとしている。 
 
6.3.3 まとめ  
村木（1983、1991）と和氣（2006）における〈N1 ヲ N2 ニ〉構文と〈資格〉ニ句
について概観した。〈N1ヲ N2ニ〉構文と〈資格〉ニ句は、「X ヲ Y ニ」の形式で
現れるという共通点を持つ。形式上の類似性については和氣（2006）でも記述が
あったが、和氣（2006）は、両者を同じ構文とは見なしていない。 






6.4 では、〈N1 ヲ N2 ニ〉構文と〈資格〉ニ句、そして「兼ねる」類文の異同に
ついて検討を行う。 
 
6.4  〈N1ヲ N2ニ〉構文と〈資格〉ニ句との比較 
ここでは、6.3 で概観した〈N1ヲ N2ニ〉構文（村木 1983、1991）、〈資格〉ニ
句（和氣 2006）と「兼ねる」類文との比較を行う。以下、それぞれに当たる用例
を先に示す。（26）が〈N1 ヲ N2 ニ〉構文、（27）が〈資格〉ニ句、（28）が「兼
ねる」類文である。 
 
（26） 地図をたよりに人をたずねる。           










 （29）a.＊地図を人をたずねる。             （＝（26）改） 
     b. 太郎がお茶を送った。                       （和氣 2006：171） 
      c. この店では彼がウェイターを兼ねている。        （＝（28）改） 
 
② 「シテ」の添加 
（30）a. 地図をたよりにして人をたずねる。              （＝（26）改） 
     b.??太郎がお茶をお歳暮にして送った。      （和氣 2006：171） 




（31）a.＊たよりに地図を人をたずねる。                  （＝（26）改） 
     b. 太郎がお歳暮にお茶を送った。               （和氣 2006：171） 




（32）a.??地図を最後のたよりに人をたずねる。            （＝（26）改） 
    b. 太郎がお茶を三年ぶりのお歳暮に送った。     （和氣 2006：172） 
    c. この店では彼がカクテル担当のバーテンダーにウェイターを兼ねて
いる。                                        （＝（28）改） 
 
⑤ ヲ格の主題化・とりたて 
（33）a.＊地図もたよりに人をたずねる。                  （＝（26）改） 
                                                   




    b. 太郎がお茶もお歳暮に送った。               （和氣 2006：172） 
c.  この店では彼がバーテンダーにウェイターも兼ねている。 
                                （＝（28）改） 
 
以上の観察を表 2 にまとめる。 
 
表 2 3 つの構文の比較 
 
〈N1ヲ N2ニ〉構文 〈資格〉ニ句 
「兼ねる」類文の
「に」 
ニ句の必須性 × ○ ○ 
シテの添加 ○ △6 × 
語順の入れ替え × ○ × 
二句への連体修飾7 △ ○ ○ 
ヲ句の主題化・ 
とりたて 
× ○  ○ 
 































（36）a. 彼がバーテンダーにウェイターを兼ねている。  （＝（35）改） 
   b.＊彼がこの店にバーテンダーにウェイターを兼ねている。 
c.＊彼が友人にバーテンダーにウェイターを兼ねている。 
 
 和氣（2006）と同様のテストを施した結果を表 3 にまとめる。 
 
表 3 和氣（2006）における〈資格〉ニ句の下位分類と「兼ねる」類文 
 遊離数量詞の位置 ニ句の必須性 他のニ句との共起 
位置変化に伴う 
資格付け 
○ × ○ 
叙任 ○ ○ × 
仕立て × ○ × 
臨時的な利用 × × × 









（37） 太郎が棒切れを箸に利用した。   （和氣 2006：183）（＝（24）） 











 （39）a. この店では彼がバーテンダーにウェイターを兼ねている。 
（＝（38）） 
b.＊この店では彼がウェイターをバーテンダーに兼ねている。 
 （40）a. 太郎が壁を真っ白に塗った。 
b. 太郎が真っ白に壁を塗った。 


















































































































































































図 2 現代日本語における「に」の様相1 
 
図 2 は、現代日本語における「に」の用法の広がり、および、格助詞と周辺の
                                                   































































































































































第 6 章では、第 3 章で触れた「兼ねる」類文と共起する「に」について論じた。
「兼ねる」類文と共起する「に」は、先行研究では、並立助詞の「に」と扱われ
ていたが、並立助詞としても、格助詞「ニ」としても捉えられないことを指摘し






























































（1） 옷-에 가방-에 그녀-의 방-은 물건들-로 넘쳐났다. 
ot-e gabang-e geunyeo-ui bang-eun mulgeondeul-lo neomchyeonatda. 
服-に カバン-に 彼女-の 部屋-は もの-で 溢れていた。 
（2） 할아버지-에 삼촌-에 친척들-이 공항-까지 배웅해주었다. 
       harabeoji-e samchon-e chincheokdeur-i gonghang-kkaji  
baeunghaejueotda. 










b.＊맥주-에 소주-에， Ø 샀다.  
    maegju-e soju-e， Øsassda. 





（4）a. ぼくは毎日勉強にスポーツに、Ø 頑張っているよ。 
b.??나-는 매일 공부-에 스포츠-에， Ø 힘쓰고 있어. 
   na-neun maeil gongbu-e seupocheu-e， Ø himsseugo isseo. 
    c. 나-는 매일 공부-에 스포츠-에， 꿈-을 위해 힘쓰고 있어. 
na-neun maeil gongbu-e seupocheu-e， kkum-eul wihae  
himsseugo isseo. 
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